
高 次 神 経 機 能 制 御

教 授 野 村 靖 幸

⑮ 著 書
1 )  野村靖幸 : 脳の老化一 神経細胞死 と 記憶障害一

「脳機能 の解 明 J 赤池紀扶編， 5 0 ・ 5 7 ， 創 風社 ，
1994. 

2 )  Kitamura， Y. and Nomura， Y.  : Inducible 
type of nitric oxide synthase ( i-NOS) in rat 
glial cells. in ゃ Nitric Oxide-Roles in Neuronal 
Communication and Neurotoxicity ( H. Ta
kagi et al， eds ) "  ， Japan Scientific Society 
Press and CRC Press， 1994， Tokyo，  P. 41・51 .

3) Nomura， Y. ，  Kitamura， Y. ， Zhao ， X . -H . ，  
Ohnuki， T. ， Takei， :[\ι，  Yamanaka， Y.  and 
Nishiya， T. : Neurochemical studies on aging 
in SAM brain. in ゃ The SAM Model of 
Senescence ( T. Takeda ed ) 83 ・88 ， Excerpta 
Medica， 1994. 

4 )  Kitamura， Y . ，  Yamanaka， Y . ，  Nagashima， 
K.  and Nomura， Y . : The age-re1ated increase 
in markers of astrocytes and amy10id precurs 
proteins in the brain of senescence-accelerated 
mouse ( SAM ) . in ゃ The SAM Model of 
Senescence (T. Takeda ed) ， 359・362， Excerpta 

Medica， 1994. 

5 )  Oomura， Y . ，  Sasaki， A . ，  Li， A . ，  Kimura， 

H. ，  Tooyama， 1. ， Hanai， K. ， Nomura， Y. ， 

Kitamura， Y . ，  Yanaihara， N .  and Yago ， H. : 
FGF faci1itation of 1earning and memory 
and protection from memory 10ss in sene
scence acce1erated mice. in ゃ The SAM Model 
of Senescence ( T. Takeda ed ) ，  4 15 -4 18 ，Ams 
terdam/P， Excerpta Medica， 1994. 

⑩ 原 著
1 )  Tohda， M . ，  Takasu， T. ， Nakamura， J . ，  

Morii， N . ，  Narumiya， S .  and Nomura， Y. : 
Inhibitory effects of botulinum toxin on 

5 ・HT2 c receptor-induced C1 current in 
Xenopus oocytes. Europ.  J .  Pharmacol. まあ:
19-24. 1994. 

2 )  Okada， F . ，  Horikawa， T . ， Tokumitsu， Y. 
and Nomura， Y.  : Chronic desipramine treat
ment influenced D1 stimulation and D2 inhibi
tion ( dua1 contro1 ) of adeny1ate cy clase by 
dopamine in rat striatum. Neurochem. Int. 

24 ( 1 )  : 23・27 ， 1994. 

3 )  Kitamura， Y . ，  Itano ， Y . ，  Kubo ， T. and 
Nomura， Y. : Suppressive effect of FK-506 ，  
anove1 immunosuppressant， against :[\在PTP
-induced dopamine-dep1etion in the striatum 

of young C57BL/6 mice. J .  Neuroimmunol. 

50 : 221 ・224， 1994. 

4 )  Tohda， M. ，  Tohda， C. ， Sakuma， S . ，  Higa
shida， H.  and Nomura， Y.  : Distinct induction 
of c-fos mRNA in NG108-15 cells transfected 
with m1 and m3 muscarinc receptors. Europ . 
J. Pharmacol. 268 : 169- 176， 1994. 

5) Tohda， M. ，  Murayama， T. ， Hasegawa， H . ，  
Nogiri， S .  and Nomura， Y. : [ 3 H J Rolipram 

binding and phosphodiesterase activity in 
neurob1astoma NI8TG-2 and glioma C6Bu-

1 .  Neurosci. Lett. 175 : 89-91 ，  1994. 
6 )  Uehara， T . ，  Hoshino， S . ，  Ui， M. ，  Tokumitsu， 

Y.  and Nomura， Y. : Possible involvement of 
phosphatidy1inositol-specific phospholipase C 
related to pertussis toxin-sensitive GTP-binding 

proteins during adipocyte differentiation of 
3T3・L1 fibrob1asts : Negative regu1ation of 
protein kinase C. Biochem. Biophys. Arch. 

1994. 
7 )  Hasegawa， H . ，  Murayama， T . ，  Takahashi ， 

A . ，  Itakura， C. ， and Nomura， Y. : Monoamine 
content of the brain in the neurofilament-deficient 

quai1， ( the quiver quai1 ) . Biol. Pharm. Bull. 

1994. 

8) Charoonroje， P . ，  Tokumitsu， Y.， Nomura， 
Y.  : Deve1opmenta1 changes in ATP-stimulated 
guany1y1 cyclase activity by ATP in rat 
1ung membrane fractions. Br. J. Pharmacol . 
1 13 : 569・575 ， 1994. 

9 )  Itano ， Y . ，  Kitamura， Y. and Nomura， Y . : 
1-Methyl-4-phenylpyridinium (MPP+)ー induced
cell death in PC12 cells : Inhibitory effects 

of severa1 drugs. Neurochem. Int. 25 : 4 1 9 ・
424， 1994. 

10 )  Okada， F. ， Takahashi， A . ，  Ito ， A . ，  Toku・
mitsu，Y. ， Nomura， y. : Acce1eration of desi
pramine-ind uced changes on the dopamine 
receptopr-coup1ed adeny1ate cyclase system 
by pertussis toxin. J. Neural. Trans. ，  98， 133・

142 ( 1994 ) 

- 1 8 1 -



⑮ 総 説
1 )  北村佳久， 野村靖幸 : 抗て んかん薬. 薬局45巻

記念特集号 「病気 と く す り J. ， 49・54， 1 994 . 南 山
堂.

2 )  東 田道久， 野村靖幸 : 抗操病薬 リ チ ウ ム の作用
機序 一 細胞内 シ グナ リ ン グ、系へ の作用 を 中心 に し
て ， 精神医学 36( 1 ) : 27-31 ，  1994. 医学書院.

3 )  北村佳久， 来山義則， 野村靖幸 : ヒ ト 血小板に
おけ る ト ロ ン ビ ン の [ 3 H J ヒ ス タ ミ ン放 出 機構 と

[ 3 HJ ア ラ キ ド ン酸遊離機構の比較. Therapeutic 
Research 15 ( 1 )  : 1 1 - 15， 1994. ラ イ フ サ イ エ ン

ス 出版.

4 )  野村靖幸 : 抗痴呆薬開発のための実験手技 ( 1 ) 

一老化促進モ デルマ ウ ス の神経化学的特長 と 実験
法. 日 本神経精神薬理学雑誌 14 ( 3 ) . 1 39 ・ 146 ，
1994. 

5 )  有馬 隆， 野村靖幸 : 抗痴呆薬 と し て の漢方薬
の可能性， Dementia 8 ( 3 )  : 283 ・29 1 ， 1 994 . 世
界保健通信社.

6 )  東 田 千尋， 野村靖幸 : Differential screening 

法を用 い た 新規因子の単離法. 日 本薬理学雑誌
104(4 )  : 285・291 ， 1994. 

7 )  板野泰弘， 野村靖幸 : ア ポ ト ー シス のDNA レ
ベルでの検出法. 細胞工学特集 「活性酵素実験プ

ロ ト コ ー ルJ : 209・212， 1994. 秀潤社.
8 )  野村靖幸 : 脳細胞 に お け るNO合成酵素-活性，

発現の制御 と 機能. 血管 と 内皮 4(6 ) 2 : 614・621，
1994. メ デ ィ カ ル レ ビ ュ ー社.

9) 野村靖幸 : 脳 に お け る NO合成酵素 と NO， 現
代医療27 ( 3 )  : 847-850， ( 1994 ) ， 現代医療社.

⑮ 学会報告
1 )  野村靖幸 : 脳のNO と く に c GMP系 と ADP リ

ボ シル化系 の機能 -薬物制御か ら創薬へ. 日 本薬

理学会， 日 本薬学会. 日 本学術会議各研究連絡委
員会 「創薬基礎科学を展望す る 」 シ ン ポ ジ ウ ム ，
1994， 2 ， 東京.

2) 北村佳久， 河野康子， 野村靖幸 : 新規パーキ ン
ソ ン病治療薬 タ リ ペ キ リ ー ル のMPTP の 誘発 ド
パ ミ ン枯渇の保護作用. 第 3 回神経行動薬理学研

究会， 1994， 3 ， 京都.
3 )  村山俊彦， 渡辺 あ さ 子， 野村靖幸 : ATP受容

体刺激に よ る PC 1 2 細胞か ら の ア ラ キ ド ン酸放
出. 第67回 日 本薬理学会年会， 1994， 3 ， 京都.

4 ) 小 田温子， 村 山俊彦 野村靖幸 : ATP受容体
刺激 に よ る PC 1 2 細胞か ら の ノ ル ア ド レ ナ リ ン

放出 -Cキ ナ ー ゼ 活性化 に よ る 増強. 第67 回 日
本薬理学会年会1994， 3 ， 京都.

5) 高橋伸行， 徳光幸子， 野村靖幸 : 肥満型糖尿病
ラ ッ ト におけ るD- カ イ ロ イ ノ シ ト ー ル投与 に よ
る イ ンス リ ン感受性の改善. 第67回 日 本薬理学会
年会， 1994， 3 ， 京都.

6 )  中津美奈子， 河野康子， 北村佳久， 野村靖幸 :
新規パー キ ン ソ ン病治療薬 タ リ ペ キ ソ ー ルのMT
PTの誘発 ドパ ミ ン枯渇の保護作用. 第67回 日 本
薬理学会年会， 1994， 3 ， 京都.

7 )  北村佳久， 野村靖幸 : グ リ ア 細胞 に お け る NO
synthase-誘導機構 と 機能 第67回 日 本薬理学

会年会， 1994， 3 ， 京都.
8 )  野村靖幸 : ア セ チ ル コ リ ン受容体 の制御系 

Overview. 第67回 日 本薬理学会年会， 1994， 3 ， 

京都.

9 )  Y.Nomura : Neurochemical studies on aging 

in SAM brain. The 1 st In t. Conf erence on 
Senescence : The SAM Model Symposium : 
Neuroscience in Aging and SAM Research， 

1994， 3， Kyoto . 

10 ) Y. Kitamura， Y. Yamanaka and Y .  

Nomura :The age-related changes in  markers 
of astrocytes and amyloid precursor proteins 
in brain of senescence-accelerated mouse 
(SAM ) . The 1 st Int. Conference on Senes
cence : The SAM Mode1， 1994， 3 ， Kyoto. 

1 1 )  Y .  Oomura， K .  Sasaki， A .  Li， H ，  Kimura， 
K， Hanai， Y.  Nomura， Y， Kitamura and H. 
Yago : Learning and memory faci1itation 
and protection of memory 10ss in senescence 

at fibrob1ast growth factor (aFGF ) : The 1st 
1nt .  Conference on Senescene : The SAM Mode1， 

1994， 3 ， Kyoto. 
1 2 )  有馬 隆， 東田道久， 伊藤奈緒子， 野村靖幸 :

グ ア ニル酸 シ ク ラ ーゼ活性に対す る リ チ ウ ム の影
響. 日 本薬学会第1 14年会. 1994， 3 ， 東京.

13 ) 長谷川宏之， 村山俊彦， 野村靖幸， 高橋明美，
板倉智敏 : ウ ズ ラ脳における神経細胞マ ー カ -蛋
白質の発現量一発生お よ びニ ュ ー ロ フ ィ ラ メ ン ト

欠 損 ウ ズ ラ での変化 - 日 本薬学会第 1 1 4年 会 .

1994， 3 ， 東京.

14 ) 有馬 隆， 東田 道久， 伊藤奈緒子， 野村靖幸 :

グ ア ニル酸 シ ク ラ ー ゼ活性に 及ぼす リ チ ウ ム の影
響. 第14回 リ チ ウ ム研究会. 1994， 4 ， 東京.

15 ) 野村靖幸 : 細胞内情報伝達系 と く に神経毒 に
よ る ニ ュ ー ロ ン死. 第21回 日 本毒科学会学術年会

シ ンポ ジ ウ ム 「毒科学研究におけ る細胞内情報伝

達系 の意義J. 1994， 6 ， 札幌.

- 182 -



16 ) 野村靖幸 : グ リ ア細胞 に お け る 一酸化窒素合
成酵素の誘導 と 機能. 第 3 回 生体 内NO フ ォ ー ラ
ム ， 1994， 5 ， 東京.

17 ) 伊藤昭博， 磯部正治 野村靖幸 : 新規 サ ブ ト

ラ ン ク シ ョ ン を 用 い た老化促進モ デルマ ウ ス 脳で

発現増強 の認め ら れ る 遺伝子 の 単離. 第 102 回 日
本薬学会北海道支部例会. 1994， 6 ， 札幌

18) 上原 孝， 北村佳久， 来 山 義則， 野村靖幸 :
ヒ ト 血小板お よ び リ ン パ球 ( Jurkat ) に お け る ヒ

ス タ ミ ン動態 と G蛋 白 質の研究. 第14回 ヒ ス タ
ミ ン レセ プタ -研究会. 1994， 7 ， 札幌.

19 )  有馬 隆， 堀妃登美， 中津美奈子， 野村靖幸 :
五味子 の含有成分shizandrin誘 導体 の マ ウ ス 線
条体 ドパ ミ ン代謝 に及ぼす影響. 第 1 1 回和漢医薬

学会. 1994， 7 ， 松山 .

20 ) 長井忍布， 東田 千尋， 徳光幸子 ， 野村靖幸 :
新規因子TA20 - そ の神経突起伸 展 因子 と し て の
機能 一 . 第 8 回北海道薬物作用談話会. 1994， 8 ， 
札幌.

2 1 ) 野村靖幸， 上原 孝， 中沢美奈子， 西屋 禎，
有馬 隆 : グ リ ア細胞におけ る ー酸化窒素合成酵

素の誘導の細胞内機構. 第67回 日 本生化学会大会.
1994， 9 ， 大阪.

22 ) 村山俊彦， 小 田 温子， 野村靖幸 : PC12細胞 に
おけ る 百 日 咳毒素前処理 に よ り 阻害 さ れ な い マ ス
ト パ ラ ン作用 . 第67 回 日 本 生化学会大会. 1994， 
9 ， 大阪.

23 ) Nomura， Y. : N-methyl-D-aspartate recep

tor/ion channels regulation and drug action .  

The 2nd Asian Pacific Society for Neuro

chemistry Meeting . 1994， 9 ， Hyderabad. 

24 ) 上原 孝， 野村靖幸 : 脳 に お け る NO合成酵
素- 活 性 と 誘導の薬物 に よ る 制御. 第22 回薬物
活性 シ ン ポ ジ ウ ム . 1994， 9 ， 札幌.

25 ) 長井忍布 ， 東 田 千尋， 東 田 道久， 徳光幸子，
野村靖幸 : 神経突起伸展因子TA20 の単離 と 機 能 .
第22回薬物活性 シ ン ポ ジ ウ ム. 1994， 9 ， 札幌.

26 ) 佐藤壮一， 村山俊彦， 野村靖幸 : ラ ッ ト 海馬

ス ラ イ ス か ら の [ 3 H J ノ ルア ド レ ナ リ ン放出 - NO
donor に よ る 促進一 . 第45回 日 本薬理学会北部

会. 1994， 1 1 ， . 新潟.
27 ) 西屋 禎， 上原 孝， 北村佳久， 野村靖幸 :

ラ ッ ト 脳 に お け る NO合成酵素 の発現 と 基質結合
活性. 第45回 日 本薬理学会北部会. 1ω4， 11 ， . 新潟.

28 ) 板野泰弘， 野村靖幸 : ヒ ト ニ ュ ー ロ ブラ ス ト 
マSH-SY5Yに お け るBcl-2蛋 白 質の発現調節機構.
第37回 日 本神経化学会. 1994， 10 ， 松本.

29 ) 東田千尋， 野村靖幸 : PC12細胞お よ び関連細
胞におけ る新規因子TA20 の神経分化機能 . 第37
回 日 本神経化学会. 1994， 10， 松本.

30 ) 小田温子， 村山俊彦， 野村靖幸 : PC12細 胞 に
おけ る 高KCl， ATP に よ る [ 3 H J ノ ル ア ド レ ナ リ

ン放出 と G蛋 白質(Go ) . 第37 回 日 本神経化学会 .

1994， 10， 松本.

31 ) 中津美奈子， 上原 孝， 野村靖幸 : NOのニ ュ ー
ロ ン死惹起機構 : NADのglyceraldehyde-3-phos
phate dehydrogenase と の反応促進 の関与 の可
能性. 第37回 日 本神経化学会. 1994， 10 ， 松本.

32 ) 野村靖幸， 藤野祐道 : Simulatory effects of 
muscarinic cholinergic drugs on T cell func
tions. 国際 シ ン ポ ジ ウ ム ~ ニ ュ ー ロ サ イ エ ン ス

の進歩 と 精神医学. 1994， 10 ， 広島.
33 ) 藤野裕道， 野村靖幸 : 免疫担当細胞 に お け る

イ ン タ ー ロ イ キ ン 2 ( IL-2 ) 産 生へ のm3型 ア セ チ
ル コ リ ン受容体刺激の影響. 第16回生体膜 と 薬物
の相互作用 シ ンポ ジ ウ ム . 1994 ，  10 ， 京都.

34 ) 野村靖幸 : 脳老化 ニ ュ ー ロ ン死 と 薬物作用.
第10回WAKO ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 ニ ュ ー ロ ン の 生

と 死 一脳研究への ア プ ロ ー チ - J. 1 994 ， 1 1 ， 大
阪.

35 ) 野村靖幸 : ニ ュ ー ロ ン の 生死 と 薬物制御 - 神
経免疫相関 よ り 探 る - 第 4 団長井長義記念 シ ン
ポ ジ ウ ム ~分子認識か ら創薬ヘ-- 1994 ，  1 1 ， 徳
島.

36 ) 野村靖幸 : 脳の老化 と 神経細胞死. 第 8 回北

海道老年期痴呆研究会. 1994， 1 1 ， 札幌.

37 ) 野村靖幸 : 神経免疫相 関 の 分子 細 胞 薬 理学 .
熊本大学医学部セ ミ ナ ー . 1994 ， 1 1 ， 熊本.

38 ) 佐藤壮一， 村山俊彦， 野村靖幸 : ラ ッ ト 海馬
か ら の[ 3 HJ ノ ル ア ド レ ナ リ ン放 出 - NO donor 

に よ る促進一. 第12回細胞情報伝達系北海道研究
会. 1994， 1 1 ， 札幌.

39 ) 中津美奈子 上原 孝 野村靖幸 : NOのニ ュ ー
ロ ン 死 惹 起 機 構 : NAD の glyceraldehyde- 3 ・
phosphate dehydrogenase と の反応促進 の 関与
の可能性. 第12回細胞情報伝達系北海道研究会.
1994， 1 1 ， 札幌.

40 ) Nomura， Y.  : Intracellular mechanisms of 

IL・ 2 formation through m 3 acetylcholine 
receptors in T cell . The 4th Naito Conferen 
ceon N euro-Imm uno・Endocrine Networks . 
1994， 1 1 ， 岐阜.

⑨ そ の 他
1 )  野村靖幸 : 抗痴呆薬への挑戦， 薬事 日 報， 8291， 

qu
 
nRU

 
噌Ei



1994. 
2 )  野村靖幸， 東田 道久 : ボ ツ リ ヌ ス 毒素 に よ る イ

ノ シ ト ー ル リ ン脂質代謝 の抑制 文部省科学研究
費総合研究(A) I細胞情報伝達におけ る 3 量体G
蛋 白質の生理的役割」 研究成果報告書， 91・98. 1ω4. 

3 )  野村靖幸 : 神経系情報伝達ぶよ る免疫系細胞の

細胞内情報伝達機構の研究 平成元-- 3 年度科学
技術振興調整費 「生体情報伝達機構の解析 ・ 制御

技術の開発に 関す る 研究」 研究成果報告書， 1 16 -
130 . 1994. 

4) 野村靖幸 : 脳情報伝達系の老化 と抗老人生痴呆

薬開発の基礎薬理学的研究 秋山記念生命科学振
興財団研究成果報告集， 6 ， 1 1 - 14. 1994. 

5 )  野村靖幸， 有馬隆， 東国道久， 伊藤奈緒子 : NG
108- 15細胞のcGMP産生系 に対す る リ チ ウ ム の作

用 ， 厚生省精神 ・ 神経疾患研究委託費 「感情 障害

の神経科学的成因お よ び治療に関す る 研究」 平成
5 年度研究報告書， 1994. 

免 疫 機 能 制 御

客員教授 韓 鋭
⑩ 研究概要

本部門では和漢薬が担癌機体の免疫機能に た いす
る作用 と癌にたいす る化学予防作用 を研討 し且つ
和漢薬の癌細胞に対す るapoptosis誘導 と cell
communication に対す る 影響 と癌の侵潤 と 転移
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度は主と して下記の通 り 研究を続けて い る 。

1 )  数種類の漢方薬 と 植物成分の癌細胞の増殖抑制
と 侵潤， 転移 に対す る 影響の研究.

2) Harringtonine， homoharringtonine が 人 前
髄 白血病細胞HL・60に た いす る apoptosis誘導 と

そ の機作.
3 )  丹参 と 五倍子の有効成分の癌 に対す る化学予防

作用 と抗酸化作用.
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